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［設 計］

■ 3Dビューの機能
▶読込みの際に自動で3Dデータの最適化（シートの縫い合わせやジオメトリの単純化）が可能

▶3D要素の情報や3D要素間の距離など、ダイレクトに3Dデータの計測が可能

▶複数のアセンブリパーツで構成された3Dデータであっても必要なパーツのみ表示させ、
　投影変換する事が可能

■ 断面線／断面図の作成
断面図を作成する前に、断面線を定義する事で効率良く断面図を作成する事ができます。
断面線は JISの切断線表記に準拠しており、そのまま寸法線として使用できます。
複数ポイントを指定して階段形状の切断や通過点の指定も可能となっています。
断面図の作成は前もって定義した断面線を選択するだけで、断面図を配置する事ができます。

■ レイアウトの変更
三面図などを作成した後の位置調整用にレイアウトコマンドを用意しています。
コマンドプロパティのモードを切り替える事で、位置拘束を保った状態での移動や、全体ま
たは単独での移動も簡単に操作する事ができます。

■ 加工を意識した滑らかな円弧補完
3D データを単純に 2D 変換した場合、重複要素の発生や、円／円弧の分断、微小線分化さ
れた3D曲線など、そのままではCAM定義の際に多くの問題が出てきます。
また、2D 変換後に手作業で図形補正を加えるとなると、非常に手間の掛かる作業となって
しまいます。3D ゲートは、2D 変換の際に自動で最適化処理を加える事ができ、何ら補正を
加えなくてもＣＡＭで使えるデータとなります。

■ 側面図の作成
挿入した投影図を元に、CAD画面上で側面図の作成が行えます。
対象となる投影図を選択し、右側面図を作成する場合はマウスを右側へ、左側面
図は左側へと、マウスの位置関係によりアイソメ図を含めると最大で 8 方向の側
面図を配置する事ができます。
配置する際には、コマンドプロパティでレンダリング状態の変更が可能なので、
3Dの画面へ戻る必要はありません。
挿入投影図以外に作成された側面図を対象とする事もできる為、背面図の作成な
どに使用できます。

3Dデータのサムネイル表示

断面図の3Dプレビュー

投影変換

最適化なし

最適化あり

▶豊富なレンダリング表示や透過表示が可能

▶特定の面を投影基準面としたい場合でも、
　マウスで面とエッジを指定するだけでの簡単オペレーション
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